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高齢者あんしんセンター希望館たより

世界アルツハイマーデー（9月21日）は、国際アルツハ
イマー病協会（ＡＤＩ）と世界保健機構（WHO）が共
同で認知症への理解をすすめ、本人や家族への施策の
充実を目的に1994年に制定。また9月を世界アルツハイ
マー月間として世界各国で啓発活動を行っています。

気になる

9月は世界アルツハイマー月間です！

1994年9月21日、スコットランドのエジンバラで第10回
国際アルツハイマー病協会国際会議が開催されました。
会議の初日であるこの日を「世界アルツハイマー
デー」と宣言しました。

なぜ、9月21日なのでしょう？

認知症は誰もがかかわる身近な問題

2025年 高齢者5人に1人が認知症の時代へ
平成29年度高齢者白書によると、2012年は認知症患者数
が約460万人、高齢者人口の15%という割合だったもの
が2025年には5人に1人、20%が認知症になるという推計
もあります。高崎市は、「いつまでも安心して暮らせる
まち 高崎」を目指して、認知症施策についても、さま
ざまな活動をしています。
その活動については、裏面にて紹介しています。



同じ話を1日何回もされると、話を聞く方も疲れてしまいます
ね。ただ、「さっきもその話はきいたよ！」「何回目！」と指
摘するのは逆効果です。
相槌をうったり、少し話をきいたあとに、
話題を変えてみましょう。

問い合わせ先：高齢者あんしんセンター 希望館

■住所 江木町１０９３－１（老人ホーム希望館内）

■電話番号 ３２２－４９８５（代表）３２２－２０３４（直通）
■担当職員名 鳥塚・青木・石井・里吉・田口

認知症の対応方法について （同じ話を繰り返す）

希望館内のオレンジカフェは、新型コロナウイルス感染
拡大防止のためお休み中です

認知症になってもあんしんして生活できるように、ガ
イドブックなどの発行、認知症カフェ、認知症サポー
ター養成講座を開催しています。掲載している内容が
詳しく知りたい方はあんしんセンターまでお問合せく
ださい。


